
IV. 機構。職員。予算

1. 機 構

A. 機構の概要

生産技術研究所は日常の業務遂行の面から，研究部と事務部とに大別される．

研究部は，連営の便宜上， 5部門に分かれ，部ごとに互選による 2名の常務委員がいて

部の日常の業務処迎に当たる．常務始員のうち 1名は，部主任として部を代表する．’常務

委員は，常務委旦会を組織し，所反の諮問檄関として範月 2回，必要によりそれ以上会議

を開催している．研究部は研究完から成り立っており，また，その部の専門を適当に分類

した専門分野表は 1ページ「沿革」の項に掲げたとおりである．

中間試験部は，却是部の砧礎研究として完成したもので，これを工業化へ移すための中

間規校の試験研完を行なうところで，毎年各部から 2名ずつ選出した委員の組織する特別

研究審談委員会で研究課題を審議選定し，特別の予邸をつぎこんで実施している．また受

託研究の一部には中間試験研究になるものがある．

本所の重要事項は教授総会で決議する．教授総会は教授• 助教授によって組織され，毎

月 1回定期に閲位している．ほかに教官同志の知識向上をはかる輪講会が毎月 1回なわれ

る．

協力楓図には宇由航空研• 生研辿絡会議がある．

そのほかに所旦がそれぞれの恵門的立場から組織する各種委旦会，巡岱関係を担当する

諸委旦会がある． これらは各部から選出する教授• 助教授または諮師が委旦となって構成

されるもので，委員長は教投総会で選出されるものと互選によるものとがある．その種類

は次ページ B.歳構図にあるとおりで，内容は巻末の委員会諸規定を参照されたい．

なお， 43年4月 1日より事務部に部課制がひかれることが決定しているので，それに伴

い機構図も一部変更される予定である．
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B. 機 構 図
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-—第 1 部ー（翡靡）一―――I 専門分野（各研究室） 1 
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員職9i 

A. 現員表 (43.4. 1現在）

a. 恥穂別政員数

区分数i二I助攻狡If;丘師 i助手 1技官 I*務官1教務員1技術員1事務員1技能員門亨合計

麟必(I*~~I 42 I 9'88'164 107 0 1 0 11~19 !~! 
＊印併任

b. 詰系統別恥旦数

区分 1 研 完系統 事務系統 I技術系統技能労務系統その他 合

耽 I叫I叫!亨I国1助 技 教 事I事技 1支技技用 日
罪= 認"'ン＼ )担匹L り厄 務 務務計 術計 能務計雇計

別 i受狡師当旦 手官 旦 官旦 官旦 官員員 者 計

＊印併任

B. 職員名簿

第 1 部

官職 1 氏 名 1卒学業学科部卒業年月日 学年位月取得日 学位

教授岡本舜三 東工， 土大木 昭 7. 3.31 昭2s.2. rnlェ
” 久保田広 理，物理 II 9. 3. 31 ,, 18. 2. 261 ,, 

‘’ I一色貞文 工，冶金 "11. 3. 31 II 24, 2,141 II 

,1 I大井光四郎 I鯉，数学//14. 3. 31 // 37. 3. 34 1 // 

,, I飼銅安生 ”物団l,, 18. 9. ,, 30. 4. 理

" I宮永五郎 II II II 17. 9. II 40. 1. 111 II 

II 北川英夫ニエ 物迎 II21. 9. II 37. 2. 31 II 

併教任授 熊谷 宜夫理，物狸 II 9. 3. II 14. 7. 31理

” 玉木章夫 // // // 14. 3. // 26. 4. 11エ

,, I森大 吉郎ニエ航搬 I//19. 9. // 36. 9, 51 // 
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助教授I小瀬輝次皇エ粘畜昭22.9,30I 昭36.7,271エ

II 成瀬文雄 II 航原 II20, 9, 25 II 37, 2, 20理

" I辻 泰 II 物理 II25. 3. 28 II 37. 3. 271 II 

;; ！根岸勝雄 II II I 11 26, 3, 281 II 37, 2, 20! II 

I/ I小倉磐夫 理，物理 II 29. 3. 31111 34. 3. 311 II 

// I田村重四郎 工，土木 II 29. 3. 31 

" I本間禎一 千璽葉工大 // 33. 3. 31 // 41. 1. 20[工

” 中柑 洛 工， 機夏械 II 37. 3. 28 II 42. 3. 311 II 

講師岡田恒男 工，建築 "34. 3. 31 I // 41. 9. 22i " 

第 2 部

教 授！I 小Ji[ 正義 東工，造ナ兵、昭13. 3.31'I 昭25.10.25]:

” 鈴木 弘 9 機械，， 15. 3.31I ,,I ,26. 4.11,, 

II I平尾 収 II II II 14. 3. 31 II 29. 3, 171 II 

" I亘理 厚 II 航空 II16. 3. 31 // 27. 4. L!/ II 

" I水町長生 II 機械 II15. 3. 31 II 33. 8, t)'II 

N i松永正久

" I大島康次郎 II II II l 7. 9. II 32. 7. ぷ II

II I高桐幸伯 II 船舶 II21. 9. II 36. 12. II 

II 植村恒義 II 造兵 II19, 9, II 37, 1. II 

” 危斎 藤雄 II II II 11. 9, II 28. 1. II 

// i安蘇良夫ニエ船舶 II20, 3. II 35, 8. II 

“ 山宮 真工" "1612 ,,,,. 5. " 

助教授柴田 碧工，檬械,,28. 3. ,, 33. 3. // 

II 森 政弘予ノ-ー' II 25. 3. II 34. 4. II 

" I川井 心中芹ン亡 東ェ II 27. 3. II 37. 3. II 

" I佐蔚壽芳 II 搬械 II33, 3, II 38, 3, 29 II 
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II 棚沢一郎

” 大野進一 // 36. 3. // 41. 3. 29 // 

II 木内 学 II 38. 3. II 43. 3. 31I ! II 

睛 筒梅谷陽二 "31. 9. 

，， I 1I 荒 木似次 横楓浜国械大、 1133. 3. 

第 3 部

教授I森脇義雄功工，、， 8. 3.31 

” I沢井善三郎 ’’ ” "10. 3. 31 "25. 5. ell! " 

II I斎藤成文 ” 
II II 16, 12, 25 II 26, 8, 乙U. II 

II I渡辺 膀 理，物迎 II 16. 12. 25 
II 34, 12. 9o! 1班

fヽ I尾上守夫 ニエ霞気 II 22. 9. 30 II 30, 6. 3 エ

’’ I安逹芳夫 ” ” ,, 19. 9. 25 11 39, 3. lbi 11 

” 浜綺裏二 工 II II 28. 3. 28 "33. 9. 15; " 

併教 任授 高木 昇 工／／ II 6, 3. 31 II 17. 5. 151 II 

、/ 野村民也 ニエ II "20. 9. 25 11 34. 11. 201 11 

助教授 河村逹雄 エ” II 29, 3. 28 II 34, 3,301 II 

II 山口楠雄 II ’’ "32. 3. 28 II 37. 3. 291 II 

I/ i高羽禎雄 ” ” 11 33. 3. 28 11 38. 3. 291 11 

" I安三靖彦 II II II 33, 3. 28 II 38. 3. 2 II 

II I蘇井四― II II II 34, 3. 28 // 39. 3, 3 II 

,1 I高木幹雄 II II II 35. 3. 28 II 40. 3. 2 II 

" I原島文雄 II II II 37, 3, 28, II 42, 3. 3 II 

II 生胸俊明 II 電子 II28. 3. 28'II 43. 3. 2 // 

” 長谷部 望 工日, nL已C•大年メ¥ ,, 32. 3. 31, I I 

第 4 部

東大 1 ,見I I 
教技菊池鱈一 工，応化 昭 8.3.29昭23.6. エ
” 江上一郎 ／／冶金//10. 3. 31 // 24. 2. 1 " 
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教授浅原照三 東工応大化

II 加藤正夫 I/ 冶金 11 15. 3. 31 II 27, 7, fl II 

II I野崎 弘 II 応化 II 14, 3, 31 // 32. 11. fo1 // 

II I山辺武郎 II 応化 ,, 15. 3. 31 ,, 31. 12. 2v; ,, 

‘’ I中村亦夫 ” ん’ II 16. 12. 25 II 39. 1. l.:i1 II 

" I武蔚義― ” ” 

"'r'° 
" I今岡 稔 II II II 16, 12, II 36, 6, 3Ui II 

II 餡 完ニエ冶金 II 20. 9. II 36. 11. ll II 

併教任授 山本 買 II II II 13, 3. II 27, 4, 4¥ II 

助教授西川腑ーニエ 冶金 11 19. 9. 1I ''36. 7. 311 // 

" I原善四郎 II II ,, 19. 9. 25,,, 37. 3. 191 ,, 

" I後藤信行 II 応化
I 

II 19. 9. 25 II 36. 10. 26 7 II 

II I河添邦太朗 ” ” " 19. 9. 25 " 41. 3. 1 " 

II I早野茂夫 ” " II 23, 3, 31 II 39, 1. 13 
” 

／／ I明石和夫 iニエ冶金 i11 26. 3. 31[ 

" I本多健一 II 応化 II24. 3. II 36. 10. 26 // 

II I竹内 痙工，応化 1129.3. 

" I石田 洋ー エ，冶金 1134. 3. 11 38. 2. 8 Sc. D 

" I高橋 浩 理 ，化学 "24. 3. "33. 7. 16理

講剛中根千宮 Iニエ冶金 I1123. 3. 

第 5 部

東大 1 

II 星埜 和 II 土木 II 9, 3. 31 II 22, 8. II 

" I丸安隆和 II II II 14. 3. 31 II 26. 11. II 

" I勝田高司 II 建築 II15, 3, 31 II 27, 1. II 

" I久保貶三郎 ニエ土木 II20, 9. 25I I 'II 37, 2. II 

II I池辺 囮工，建築 II17, 9. 301I 1137. 3, II 
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” 井口昌平 l東 ナ I I 
工，土木

¥, II 16. 12. 25! II 40. 9, 22エ
併任 I 
教払

呈関野 克 iII 建築 II 8, 3, 31 II 20, 9. 24 II 

" I高山英箪［ェ，建築 III 9, 3. 311 II 24. 7, 30'II 

I 
助敦長I三木五三郎 ニエ土木 II19. 9. 25! 

I 
II I田中 尚：”建築 II21. 9. 30 II 31. 12. 301 II 

I 
" I石井聖光 iII II II 22. 9, 301 II 35, 4. ,Ji II 

II I村松貞次郎! II II I II 23. 3. 31: II 36. 9.'1'II 

II I小林一判］！エ，土木 II29, 3, 3 
I 

I 

II I越 正殺 iII II 1132, 3. 2 

川股璽也 I東北大
［エ，建築

” 中村英夫 i
i東大
！エ，土木

II 33. 3. 281 II 41. 9. 26[ II 

踪 師高梨晃一 iエ，建築繹5.3. 28 

II I吉田 裕［エ，土木 II36. 3. 28 
I 

事務部

（事務系役付戦員）

事務部長 白方之次

管狸諜長 白石由博

業 務課長 竹内 消

業務諜長補 黒田英亮

庶務主任 須藤諮義

会計主任 宦岡為彦

庶務掛長 浅見高春

人事掛長 佐藤 罪JL父

厚生掛長 福島重雄

司計掛長 小松正幸

用 度掛長 飯塚岩雄

出納掛長 島村淳吉

管理掛長 石井三 郎

出版掛長 水野防明

研究掛長 佐藤 似~A、

写真掛長 安田良平

図書掛長 林 良夫
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石田菫太郎
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口ノh

試 作1 鈴木正吾
工場長！ （第 2部講師）
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井

中

原

小

田

雀
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蘇

植

浜
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授

授

師

授

氏

旧

名脊教授

元教授

日月年令色ヌ7
~
ー

滋

雄

義

真

雄

伯

平

義

二

夫

膀

文

正

高

幸

周

恒

裏

磐

善

名

42. 4. 1 

” 
42. 5. 14 

42. 6. 1 

42. 6. 19 

42.10. 1 

42. 11. 26 

43. 3. 1 

I/ 

43. 3. 31 

備
二,,._
芍

職 員

故井口常雄，

岡宗次郎，

福田義民

故森田三郎，故茂木

松本良一，故釘宮

汲岡膀彦， 石川

故増野 実， 谷

高桐安人，故宮津

平田森三， 松下

蔚

辺

瀬

渡

助教授に採用

””  
休職

工学部に配四換

死 亡

教授に昇任

死 亡

教授に外任

II'I  

助教授，I

停 年

象二，故友田

要， 糧田

已→ご'/.

」」。子，

武雄，

クミロ

ず:r;で：
HIH  

安生，

武揺

星合

永井

正治

芳曰
Jフコ

武雄，故吉川間十， 菱川万三郎， 吉 原 英 夫

磐，故岩崎宮久，故竹中二郎， 清 水 菊 平

政吉， 山県昌夫， 福田節雄， 南波松太郎

一郎， 河付正弥， 沼田政矩，故小野 窯

純， 兼重買九郎， 金森九郎，故末岡消市

幸雄， 糸川英夫，故雀部高雄，古幻闘高周平
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坪井善膀

元助敦授 故原 正人， I:,吉村慶丸， 塀 茫ぷヽ国ノJ• 渡辺 3心,ゴ.i： ,, 佐 蔚 正 彦

放内田祥文， 渡辺正雄， 高木 .J", 土". 9 沢田正二， 高月意男

門田利幸，;',!(青木 洋，故高尾一郎， 円中一彦， 元 良 減 三

中西邦雄， 原田正氾，ぢ＜桑井涼禎， 小川岩椎， 江口帷彦

右井笈郎， 久松敦弘， 仁木栄次， 浜口隆一， 丹羽 ア上之土

黒川兼行

元元闊技官師
佐応敬夫， 叶c/寸康治， 屑慕森 栄二， 冒爪 仲， 宮成 z芍ヽ了

伯野元彦

元事務長 岩合武国， 伊！篤陀吉，故岡本律平， 玲木弥孝

3. 決算と 予算

A. 昭和 41年度歳出決算額

金 額 百分率

.-,, 心,-入t 額 700,180,901 100. 00% 

職 員 給 与 375,010,701 53.56 

校 叩~J_・. 276,902,000 39.55 100. 00% 

各研究部研究費 96,190,376 13. 74 34. 74 

辛『月IJ刊f')t11 25,900,000 3. 70 9.35 

大学院学生径四 6,433,000 0.92 2.32 

研究生径買 147,100 0.02 0.05 

胞設迎転径望？ 10,122,600 1. 45 3.66 

設 仙 J'"' :( 63,900,000 9. 13 23.08 

図書肋入費 7,377,654 1. 05 2.66 

I且上II 版 ,J.-l'. 11• 4,643,083 0.66 1. 68 

試作工場径費 4,687,000 0.67 1. 69 

墳旦厚生経翌 511,500 0.07 0. 18 

~t)直希予費 56,623,287 8.09 20.45 

受託研究買 24,300,000 3.47 

受託研究旦貴 3,100,000 0.44 

敦旦旅費 4,725,300 0.67 

受託研究旅費 2,000,000 0.29 

各所修籾 4,900,000 0. 70 

学校施設費 9,000,000 1. 29 

諸 謝 ノュに 242,900 0.03 
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B. 昭和 42年度歳出予算額

総額

職旦給与

校費

各研究部研究費

特別研究費

大学院学生経費

研究生経費

設仰費

施設迎転経災

図古購入費

出版翌

試作丁．場経費

職員肛生経費

共通 経 費

受託研究費

受託研究旦費

職員旅曹

受託研究旅費

各所修繕

諸謁i 金

金頷

783,045,775 

433,998,775 

301,522,000 

113,991,185 

27,790,000 

8,691,000 

151,800 

62,500,000 

16,290,000 

8,078,000 

5,730,000 

4,958,000 

512,000 

52,830,015 

27,150,000 

3,455,000 

4,972,000 

2,200,000 

9,511,000 

237,000 

百分率

100. 00% 

55.42 

38.51 

14.56 

3.55 

1. 11 

0.02 

7.98 

2. 08 

1. 03 

0. 73 

0.63 

0.07 

6. 75 

3.47 

0.44 

0.63 

0.28 

1. 21 

0.03 

100. 00% 

37.81 

9.22 

2.88 

0.05 

20. 73 

5.40 

2.68 

1. 90 

1. 64 

0.17 

17.52 

C. 文部省科学研究費関係（昭和 42年度）

公
3

も

mm

究

究

究

究

究

研

研

研

研

研

額

関

個

合

験

定

機

各

総

試

特

34,260,000円

13,610,000 

2,320,000 

8,430,000 

5,800,000 

4,100,000 
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D. エその他の研究費（昭和 42年度）

公‘]
玄
小 額

文部省科学研
究費分担金

奨学交付金

24,934,380円

2,185,000 

22,749,380 

(B+C+D) 842,240,155 

（千万円） I TiJf讐frf汀l科学胃究費［その他り研究＇費

＇山川 J昭和38年 昭和39年 昭 和40年昭 和41年＇ II召矛廿42lfo

（哄3年） (1964年） (1965年） (1966年） (1¢7年）

最近5ケ年間の諸経骰増減比較表

oo,'.•~j, 

〇

.
g
o
o
[
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